
 

 

 

 

 

 

 

「ソムリエの風」第 35号などで、

会員の皆さんに当会へのご寄付を

お願いしましたところ、42人の皆

さんから、768,100 円もの募金が

集まりました、ありがとうござい

ました！この募金は当会の周年事

業などに、大切に使わせていただ

きます。 （専務理事 鉄田憲男） 

今後も、引き続きのご支援を 

 単純に平均しますと、お人約

18,300 円となりますが、最も多

かった（最頻値）のは@10,000 円

でした。ご寄付は今も募集してい

ます。引き続きのご支援をよろし

くお願いいたします。 

当会の組織を改編しました 

当会は昨年創立 10 周年を迎え

ました。当会の組織は基本的には

発足当初の体制を受け継いでい

ますが、近年は既存のグループで

は対応できない新規案件が増え

てまいりました。 

組織改編の詳細は同封の資料

および当会 HP（トップページ右

上のバー「奈良まほろばソムリエ

の会について」4.各グループの紹

介）のとおりですが、ねらいは、 

 ①講演活動への対応強化 

 ②相互啓発体制の整備 

 ③新規案件（プロジェクト活動）  

  への取り組み強化 

の 3 点です。これに伴い所属の変

更や、新たにグループやサークル

に参加されたい方は、当会の代表

メールアドレス（info@stomo.jp）

宛、お申し込みください。 

「認定支援セミナー」に協力 

 

 

 

 

 

 

 

前号で、当会は奈良検定事業を

サポートします、とお知らせしま

したが、その手始めとして昨年 12

月 12 日（日）、当会は 1 級と 2 級

の認定支援セミナーに講師を派

遣しました（於：天理大学）。 

受講者は 86 人（1 級）と 47 人

（2 級）でした。 

試験本番の今年 3月13日（日）

には、会場内（同大学）での監督

や、駅などでの誘導に協力する予

定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぱーぷる」とコラボレーション！ 

1 月 26 日（水）当会は、奈良の

タウン情報誌「ぱーぷる」とコラ

ボすることを決定しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

具体的には、同誌がWeb 上で展

開する「ぱーぷるアプリ」に、当会

が奈良に関する四択のクイズ問題

を出題しています（正解した人に

は、ポイントがたまる仕組みです）。 

クイズは今年 2 月 1 日（火）か

らスタート。皆さんも、ぜひチャ

レンジしてください。 

当会の万葉本が「かな展」に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年1月14日（金）～16日（日）、

奈良県文化会館展示室で、「翠心会

かな展」が開催されました。 

翠心会（大庭松翠さん主宰）に

所属する会員の皆さんは、当会の

『奈良万葉の旅百首』（京阪奈情

報教育出版）の百首すべてのかな

書きを書道作品にされ、出品して

くださいました。 
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2022 年 2 月 20 日 

(令和 4 年 2 月 20 日) 

たくさんのご寄付､ありがとうございました！ 

 
1級認定支援セミナー（昨年 12/12） 

 
大庭松翠さん（県文化会館） 
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コラボ締結式で同誌椿野編集長と 

 
2級の同セミナー（同日） 



シニア対象のかるた大会を開催 

 今年 1 月 13 日（木）、当会啓発

交流グループは、奈良市京西公民

館で、久々のかるた大会（かるた

取り）を開催しました。お元気な

シニア市民 17 人に、当会からは

7 人のスタッフが参加。 

笑顔いっぱいに楽しまれ、かる

たもたくさんお買い上げいただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドに講演に、会員が大活躍！ 

当会会員はコロナ禍の動向に

注視しながら、ガイドや講演活動

を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 11 月 23 日（火・祝）には

当会ガイドグループの主催で「聖

徳太子を感じよう！太子道を歩

く」というウォーキングツアーが

開催されました。 

昨年が太子の 1400 年忌に当た

ることから企画されたツアーです。 

25 人のご参加をいただき、5 グ

ループに分かれて、紅葉を楽しみ

ながら歩きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公民館講座サークルは、奈良市

中部公民館と西部公民館で、「奈

良をもっと楽しむ講座」を実施し

ています。 

昨年 12 月 10 日（金）には、当

会理事の松浦文子さんが宇陀松

山を語るとともに冒頭、大和ハー

プを演奏してくださり、拍手喝采

を浴びました。 

カルチャーセンターに講師派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 11月から毎月第 3金曜日、

「奈良時代の歴史を彩った人た

ち」のテーマで、奈良カルチャー

センター（「ミ・ナーラ」5 階）に

講師を派遣しています。 

当会会員の皆さんも、ぜひご参

加・ご協力をお願いいたします。 

ゆうドキッ！は木曜日 17時半～ 

 

 

 

 

 

 

 

 当会会員が交代で出演してい

る奈良テレビ放送の「ゆうド

キッ！」は、毎週木曜日の 17 時

半～18時半の放送です。会員の出

番は前半の約 10 分です。 

いまだに、「NHK のならナビ

（18 時半～19 時）と時間が重

なっている」と誤解している人が

多いようで、残念です。 

大槻さんが奈良新聞文化賞！ 

 当会発足時のメンバーで、元役

員（広報担当幹事）の大槻旭彦
てるひこ

さ

んは昨年 11 月 3 日（水･祝）、ご

著書『奈良 高畑界隈～その歴史

と伝承』（私家版）の出版により、

同賞（第 26 回）を受賞されました。 

おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
西ノ京の京西公民館で（1/13） 

 
「宇陀松山の歴史」（昨年 12/10） 
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奈良新聞（昨年 11/3付） 

 

 
「太子道を歩く」（昨年 11/23） 

 
「聖武天皇を語る」（昨年 12/17） 

 
「ＮＡＲＡベスト３」（昨年 12/23） 



 

 

会報紙「ソムリエの風」に関する

アンケート（2021年10月実施）は、

400名の会員中204名の方からご回

答いただきました。ご協力ありがと

うございました。 

 

■会報紙発行方法の見直し 

今回のアンケート結果も踏まえ、

昨年12月の理事会において、2022

年4月以降の「ソムリエの風」につ

いて環境に優しい広報活動の推進

および会報誌予算の有効活用の観

点から、メールでの記事送付及び

ホームページ上での閲覧に切り替

え、紙媒体は年1回送付することに

なりました。 

なお、メールの届かない20名の

方には紙媒体の送付を継続します。

よろしくお願い致します。 

 

■アンケート結果の概要 

●会報紙の閲覧状況 

「紙媒体をほぼすべて読んでい

る」39.7％が最も多く、次いで「紙

媒体を流し読みしている（見出しや

写真だけ目を通す、関心のある記事

だけ閲覧する）」30.9％、「紙媒体を

読むが、ホームページも必要に応じ

て閲覧している」26.0％が続いてい

ます。 

 

●会報紙発行方法のあり方 

「ホームページで閲覧可能であ

り、紙媒体の送付を中止して予算の

有効活用を図るべき」60.0％が最も

多く、次いで「1年に最低1回は紙媒

体での送付を希望する」27.3％、「経

費はかかると思うが、従来通り年3

回の紙媒体の発行・送付を続けてほ

しい」10.2％が続いています。 

●記事投稿者募集等への関心 

「原稿は執筆できないが、何らか

の情報提供ならば協力したい」

40.2％が最も多く、「記事の執筆・

投稿に関心があり、できれば参加し

たい」13.2％、「自分の原稿を校正・

推敲してもらえるならば、できれば

参加したい」11.8％というご意見も

各1割ありました。今後、有志の記

事投稿者（執筆者）を募集させてい

ただく際は、積極的なご協力をお願

いいたします。 

なお、2割の方は「あまり関心が

ない」20.1％との回答でした。 

 

●ホームページの見直し等 

（複数回答） 

「ある程度の予算を費やしてで

も、ホームページのデザイン・内容 

を見直したほうが良い」37.4％が最

も多く、次いで「一般の人も閲覧で

きる場合、ある程度の校閲・編集は

仕方がないと思う」33.5％、「ブロ

グやSNSを積極的に活用していく

べきと思う」31.0％、「閲覧・投稿

を会員に限定し、自由に意見交換や 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供ができる場を設けてほし

い」20.2％が続いています。今後、

今回の結果も踏まえてホームペー

ジの見直しを検討していきます。 

 

●回答者の主な属性 

年代は「70 歳以上」42.4％が最

多、「60 歳代」36.9％、「50 歳

代」16.3％が続く。入会経過年数

は「3 年未満」30.7％が最多、「8

年以上」27.7％、「4～5 年」

23.8％、「6～7 年」17.8 が続く。 

 

■ホームページ閲覧・活用の勧め 

「奈良まほろばソムリエの会」の

ホームページでは、会報紙「ソムリ

エの風」や「つれづれ日記」のほか、

各グループ活動の紹介（「観光ボラ

ンティアガイド」、「奈良検定受験講

座」等へのリンク）や、会員が過去

に執筆した連載記事（かるたで知る

なら、まほろば歳時記など）を掲載

しています。今後もホームページの

積極的な閲覧・活用をお願いいたし

ます。      

 （島田 清彦） 
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ホームページで閲

覧可能であり、紙

媒体の送付を中止

して予算の有効活

用を図るべき

60.0%

1年に最低1回は

紙媒体での送付

を希望する 27.3%

年3回の紙媒体

の発行・送付を

続けてほしい

10.2%

その他

2.4%

会報紙発行方法のあり方について

会報紙「ソムリエの風」の発行方法の見直し･会報紙に関するアンケート結果の概要 

 



 

万葉びとの知性（４） 

■万葉仮名 

万葉前期の歌は漢字本来の意味を

生かした表意文字と字音によって

用いる表音文字の混じった歌が多

く、万葉後期になると字音によって

用いる表音文字主体の歌が多く

なっています。 

●漢字の意味を生かして用いた歌

（巻１-51）  

原

文 

婇女乃  袖吹反  明日香風 

京都乎遠見 無用尒布久    

読

下

文 

采女
うねめ

の 袖吹きかへす 明日香
あ す か

風
かぜ

 都を遠み いたづらに吹く 

「反」は「かへす」、「無用(尒)」は

「いたづら（に）」と読んでいます。 

字音によって書かれたものは一

字一音で仮名文字と同じような機

能を果たしていることと万葉集に

多く用いられていることから「万葉

仮名」と呼ばれています。 

●漢字の意味は関係なしに一字一音

(万葉仮名)を用いた歌（巻 14-3545） 

原 

文 

安須可河伯 世久登之里世波  

安麻多欲母 為祢弖己麻思乎  

世久得四里世婆   

読

下

文 

明日香川 塞
せ

くと知りせば あ

また夜
よ

も 率
ゐ

寝
ね

て来
こ

ましを 

塞
せ

くと知りせば 

 この歌では読下文の 2 句目と 5

句目は「塞くと知りせば」と同じ

ですが、原文は違った文字の組み

合わせになっています。文は漢字

の意味は関係なく、音だけをあて

はめているので同じ語句でも違っ

た万葉仮名を組み合わせており、

この歌以外にも同じ音を複数の文

字によって書き表す例が多く見ら

れ、むしろ同じ文字の重複を避け

ようとする配慮さえ感じられます。 

●万葉仮名の例 

 秋は安伎・安吉・阿伎、白は志

路・思路・之路・之呂など、同じ

単語でも幾通りもの万葉仮名を

組み合わせて表記されています。 

■生活の知恵－夏痩せに鰻－ 

 大伴家持が吉田石麿の痩せて

いるのを笑う歌で、夏痩せには鰻

が良いと歌っています。 

石麿
いはまろ

に われ物申
ものまを

す 夏痩
やせ

に 良
よ

しと

いふ物そ 鰻
むなぎ

取り食
め

せ（巻 16-3853) 

鰻は万葉時代には「武奈伎」(むな

ぎ)と言っていました。 

4 回にわたって万葉びとの知性

について見てきましたが、知性豊

かな人々が万葉の時代を生きて

いたことがわかり、原文で見ると

更に万葉集が面白くなるのでは

ないでしょうか。 （米谷 潔） 

 

 

◎法隆寺「五重塔をあふぎみて」 

 

 

 

 

 

 

 

ちとせあまり みたびめぐれる 

ももとせを ひとひのごとく た

てるこのたふ 

千年に余ること三たびめぐった百年

といふながい年月を閲して、しかも

それがまるで一日のことであつたか

のやうにさはやかに立つていゐるこ

の法隆寺の塔よ。 

 八一は法隆寺に関して多くの歌を

詠んでおり、学位請求論文も『法隆

寺法起寺法輪寺建立年代の研究』と

思い入れが強かったのですが、再建

説に立っていたため、生前は歌碑を

建てることが叶いませんでした。没

後 60 周年の 2 年前の 2014(平成 26)

年 11 月、五重塔を望む絶好の地に

歌碑が建てられました。 

 歌が詠まれたのは、百年前の 1920 

(大正 9)年です｡八一は東洋美術史学

者としての立場より歌人としての感

性を優先させたことから､自註で《そ

の年代につきて学術的に決定して歌

ひたるにはあらず》と書いています｡ 

◎法隆寺「夢殿の救世観音に」 

あめつちに われひとりゐて た

つごとき このさびしさを きみ

はほほゑむ 

天地の間に自分ひとりしか立つて

ゐないかのやうなこのさびしさを

あなたはほほゑんでいる。 

  

 

 

 

 

 

 

再建された法隆寺(西院伽藍)は聖

徳太子を記念するものでしたが、そ

の後、斑鳩宮跡に作られた東院伽藍

には、太子信仰を具体化するものと

して、化身である救世観音が置かれ

ました。 

 八一が太子に寄せる敬慕の念は深

く、この像の微笑を特別なものと感

じて歌に詠みました。歌碑は個人宅

に設置されていましたが、五重塔の

歌碑の建立にあわせて、東院伽藍に

移設されました。   （池内 力） 

シリーズ「會津八一（続）」 
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シリーズ「万葉集」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の 12 月、奈良マラソンが

2 年ぶりに開催されました。毎回

参加してきた私にとっても 2年

ぶりのフルマラソン。走れるこ

とがとにかく嬉しくて、その喜

びを噛みしめつつ、キツい坂道

に苦戦しながらも無事最後まで

走り切ることができました。 

奈良マラソンは平城遷都 1300

年祭の一環として始まった市民

マラソンです。平城宮跡などの

世界遺産がコースに取り込まれ

ていたり、奈良公園の鹿を見な

がら走れたりと、奈良らしさを

体感できるマラソンとして高い

人気を誇っています。 

加えてランナーから高い評価

を得ているのが大会の運営面で

す。スタッフやボランティアの

方々、そして沿道の応援に対し

て、毎回感謝の言葉がネットに

溢れてきます。 

私も毎回思うのですが、沿道

からの応援は本当に素晴らしい

のです。苦しくても頑張れる何

よりの原動力になります。 

ただ今大会はコロナ渦での開

催。沿道の方とのハイタッチ

も、名物応援も禁止になりまし

た。そんな中でも相変わらず沿

道の応援は温かく、例年以上に

元気と感動を貰って走ることが

できました。 

そして奈良マラソンは、大会

後の感染報告もなく無事に終

了。年明けに感染が再拡大した

ことを考えても、この成功は一

つの奇跡を見た気がします。 

ソムリエの会からも何人かの

方が参加されたとお聞きしまし

た。きっと充実した時間を過ご

されたことと思います。今年も

どうなるか分かりませんが、こ

れだけの困難を乗り越えた奈良

マラソンの未来は明るいです。

貴重な奈良のスポーツイベント

として、末長く続いていくこと

を願ってやみません。 

（礒兼 史洋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年、私は四国歩き遍路の旅を

しました。現在その手段は様々で

すが、歩き遍路は、健康・時間・

お金の 3 つが必要な為、一番贅沢

な遍路と言われています。健康な

体と少しのお金、退職して時間も

手にした私は、ただ歩きたくて四

国へ向かいました。奈良にもゆか

りの地はありますが、讃岐善通寺

で生まれ 88ヶ所を開創されたの

が弘法大師空海、お大師様と伝わ

ります。その伝説が残る道を、雨

の日も風の日も、未知の山道を独

り歩く恐怖と戦い、道に迷い、足

が痛くても、7Kg のリュックで腕

の血が止まりそうでも(笑)1 日

30km、時には 40km。全 1200km

を歩き、お遍路さんと呼ばれた 40

日間。辛くても歩ける事がとにか

く幸せでした。人生変わるって方

もいたけど、私はいつまでも未完

成で一生修行です。だけどお遍路

は誰もができる事ではない有難い

経験でした。 

お大師様と共に歩む事を意味す

る同行二人と言う言葉は、私に

とって心の中の大切な人や、道中

お気を付けてと言い合った人達で

す。妻がこうなって…と写真を胸

に歩く方。お接待させて下さい！

と手作りのお地蔵様をくれたご夫

婦。500 円玉を握らせてくれたお

ばあちゃん。書ききれない程のご

縁。大切な人に話したい事や見せ

たい景色に何度も出逢った事も、

預けられた命に感謝して拘らずに

今を生きるという事も、全てきっ

と今の私に必要な事。お大師様は

それを与えてくれたのです。今思

えば、一目惚れして奈良に移住し

た時のように四国に導かれたのか

もしれません。お遍路は結願しま

したが、私はこれからも若き日の

お大師様が歩いた奈良を旅しま

す。 

(佐々木 むつみ) 

奈良マラソン 2021を走ってみて 
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お大師様の贈り物 

 



 

＜編集後記＞ 

新型コロナウィルスがなかなか収まりませんね。コロナ以外の明るい話題があふれるようにしたいですね。。 

(広報 G) 磯兼･風間･柏尾･梶尾･佳山･窪田･小林(誠)･島田･中村･廣岡･二上･福岡･藤田･増田･松森･吉川 

寄付金のお願いをいたしましたところ、会員の皆様からたくさんのご寄付をいただきました。誠にありがとうご

ざいました。引き続きご支援、よろしくお願い申し上げます。2022.1.19 現在・敬称略・市町村別 50 音順 

池川愼一、礒兼史洋、大谷英雄、澤崎雄介、塩崎ヒデミ、清水千津子、鈴木浩、玉村昇司、鉄田憲男、西田裕美、

福井正、藤永泰雄、増田優子、宮川勲、毛利明、本井良明、安川暁美(以上・奈良市)、小野哲朗、田原敏明、 

徳南毅一、松村俊夫、水間充(以上・生駒市)、木村三彦(橿原市)、平越真澄(香芝市)、東田好史(桜井市)、 

金星衛(天理市)、浅井博明、大江弘幸(以上・大和郡山市)、桐山起世子(斑鳩町)、中田忠秋、橋爪生雄(以上・

王寺町)、藤田順一(上牧町)、旭堂南龍(大阪市)、柳原恵子(堺市)、花房孝一(羽曳野市)、生井澤則子(茨城県鹿

島市)、森屋美穂子(静岡県焼津市)  以上 37 名、匿名ご希望の方：5 名 合計 42 名 寄付金計：768,100 円 

 

第 4弾 法隆寺と聖徳太子 

 昨年 2021 年は聖徳太子の 1400

年忌の節目の年となりました。今回

の投稿は年内に執筆しておりますが、

この 36 号が発行される 2 月には、

ちょうど毎日新聞「かるたで知るな

ら」の私の担当である「せ」の札が

掲載される予定ですので、テーマを

「法隆寺」とさせて頂きました。 

 まずコーナーの表題に「水彩画で

巡る」とありますが、私はもともと

はペン画を描いておりまして、周り

の要望により色付けをするようにな

りました。自身はモノクロの絵を好

みます。こちらは点描画と言いまし

て、線ではなくすべて点のみで完成

させたものです。法隆寺の持つ荘厳

と落ち着きは、色がない方が合って

いるように思います。 

 さて太子の生誕記念については、

各地で様々なイベントが開催されま

したが、昨今では教科書からその名

前が消えたり、存在や功績までを否

定する風潮さえあ 

ります。1 万円札 

イコール聖徳太子 

と言う時代を生きた 

世代にとっては、 

寂しい限りです。 

 そんな中、夢殿 

の秘仏である救世 

観音には、何も言 

われずとも聡明で心優しい聖徳太子 

の面影を感ぜずにはいられません。 

＊YouTube「奈良とびっきり観光ガイ

ド」では、「法隆寺」を 2 回に分けて

ご案内しております。是非一度ご覧く

ださい。  

 （広報 G 佳山隆生） 
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特定非営利活動法人 奈良まほろばソムリエの会 

            事務所所在地：〒630-8217 奈良市橋本町 3-1 きらっ都･奈良（BONCHI） 

ホームページ：http://stomo.jp/ 

メールアドレス：info@stomo.jp 

つれづれ日記（ブログ）：http://nara-stomo.seesaa.net/   

  HP の QR コード 

 

シリーズ「奈良スケッチ紀行」～水彩画で巡る名所・旧跡～ 

 


